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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 7,647 － 361 － 595 － 393 －

2021年７月期第２四半期 3,717 △10.8 81 △68.1 191 △35.1 119 △33.8

（注）包括利益 2022年７月期第２四半期 404百万円（－％） 2021年７月期第２四半期 153百万円（△30.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年７月期第２四半期 26.72 －

2021年７月期第２四半期 7.88 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年７月期第２四半期 18,220 14,778 81.1

2021年７月期 19,650 14,488 73.7

（参考）自己資本 2022年７月期第２四半期 14,778百万円 2021年７月期 14,488百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年７月期 － 0.00 － 16.00 16.00

2022年７月期 － 0.00

2022年７月期（予想） － 16.00 16.00

１．2022年７月期第２四半期の連結業績（2021年８月１日～2022年１月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年７月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値であるた

め、対前年同四半期増減率は記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しており、2022年７月期第２四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となって

おります。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,300 － 920 － 1,100 － 670 － 45.52

①  期末発行済株式数（自己株式を含む）
2022年７月期２

Ｑ
17,724,297株 2021年７月期 17,724,297株

②  期末自己株式数
2022年７月期２

Ｑ
3,008,325株 2021年７月期 3,008,074株

③  期中平均株式数（四半期累計）
2022年７月期２

Ｑ
14,716,125株

2021年７月期２

Ｑ
15,089,462株

３．2022年７月期の連結業績予想（2021年８月１日～2022年７月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当連結会計年度の期首から適用してお

り、上記の連結業績予想については、当該会計基準等を適用した後の数値であるため、対前期増減率は記載しており

ません。

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、９ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。上記業績予想に関する資料は、添付資料

Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（その他特記事項）

該当事項はありません。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。これに伴い、当第２四半期連結累計期間における経営成績は、前第２四半期連結累計期間

と比較して大きく増加しているため、以下の経営成績に関する説明において前年四半期比は記載しておりません。詳

細については、「（会計方針の変更）」をご参照ください。

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症に対するワクチン接種の普及によ

り、新規感染者数は抑制されたものの、新たな変異株（オミクロン株）の急速な拡大により、再びまん延防止等重点

措置が発出されるなど様々な経済活動が制限されており、景気の先行きは依然として不透明な状況にて推移いたしま

した。

　このような経済環境の中、当社グループを取り巻く市場環境におきましては、主力事業である総合建設コンサルタ

ント事業では、公共事業関係費が安定的に推移しており、「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」の

影響により、外部環境は堅調に推移しております。

　一方で、新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ施設運営事業および水族館運営事業においては、人的

交流や移動の制限、インバウンド需要の低下等により、施設利用会員数や水族館の来館者数が回復するまでには一定

の時間を要する見通しです。

　なお、当社グループでは、新型コロナウイルス感染症による業績への影響は、今後2022年７月期まで続くとの仮定

の下、会計上の見積りを行っております。

　これらの結果、当第２四半期連結累計期間の当社グループの売上高は、76億４千７百万円（前年同四半期は37億１

千７百万円）となりました。損益面におきましては、営業利益は３億６千１百万円（前年同四半期は８千１百万円の

営業利益）、経常利益は５億９千５百万円（前年同四半期は１億９千１百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は３億９千３百万円（前年同四半期は１億１千９百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ14億２千９百万円減少し、182億２千万円と

なりました。

　流動資産については、「現金及び預金」が42億１千３百万円減少しております。また、会計方針の変更（収益認識

に関する会計基準等の適用）により、「未成業務支出金」が20億１千６百万円減少し、「契約資産」が45億６千８百

万円増加しております。結果として、流動資産合計では前連結会計年度末に比べ15億２千９百万円の減少となりまし

た。

　固定資産については、余剰資金運用のための公社債等の売買に伴い「投資有価証券」が６千２百万円減少したこと

や、「繰延税金資産」が４千６百万円減少した一方、匿名組合への出資および匿名組合投資利益の分配により、投資

その他の資産の「その他」に含めております「出資金」が１億６千８百万円、車両積載測量機器の更新等により「有

形固定資産」が６千万円それぞれ増加しております。結果として、固定資産合計では前連結会計年度末に比べ９千９

百万円の増加となりました。

（負債の部）

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ17億１千９百万円減少し、34億４千１百万円

となりました。

　流動負債については、「業務未払金」が６億５千４百万円、「賞与引当金」が４億９千３百万円それぞれ増加した

一方、「その他」に含めております「未払金」が15億９千万円、「未払消費税等」が３億９千８百万円それぞれ減少

しております。また、収益認識に関する会計基準等を適用したことにより、「契約資産」と契約負債である「未成業

務受入金」を相殺したこと等により、「未成業務受入金」が７億１百万円減少しております。結果として、流動負債

合計では前連結会計年度末に比べ17億２千８百万円の減少となりました。

　固定負債については、「資産除去債務」が３百万円増加したほか、投資有価証券の時価評価差額が増加したことに

より、「その他」に含めております「繰延税金負債」が５百万円増加しております。結果として、固定負債合計では

前連結会計年度末に比べ８百万円の増加となりました。
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（純資産の部）

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ２億８千９百万円増加し、147億７千８百

万円となりました。これは親会社株主に帰属する四半期純利益３億９千３百万円の計上と配当金２億３千５百万円の

支払に加えて、収益認識会計基準等の適用により「利益剰余金」の期首残高に調整額１億２千１百万円を加算したこ

とが主な要因であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　通期の業績予想については、2021年９月13日に公表しました連結業績予想数値に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,878,033 2,664,079

受取手形及び完成業務未収入金 1,183,099 1,430,350

契約資産 － 4,568,806

有価証券 599,817 599,870

金銭の信託 600,000 400,000

商品 4,256 4,516

未成業務支出金 2,016,935 －

原材料及び貯蔵品 17,604 17,771

その他 292,794 382,369

貸倒引当金 △5,243 △9,653

流動資産合計 11,587,297 10,058,110

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,199,769 1,218,926

土地 1,837,522 1,837,522

その他（純額） 420,220 461,297

有形固定資産合計 3,457,513 3,517,747

無形固定資産 136,128 136,323

投資その他の資産

投資有価証券 2,672,198 2,609,859

その他 1,799,314 1,900,829

貸倒引当金 △2,450 △2,450

投資その他の資産合計 4,469,063 4,508,238

固定資産合計 8,062,705 8,162,309

資産合計 19,650,002 18,220,420

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年１月31日)

負債の部

流動負債

業務未払金 675,343 1,329,614

未払法人税等 313,405 219,456

未成業務受入金 1,116,741 414,788

受注損失引当金 212 10,208

賞与引当金 － 493,488

その他 2,773,571 683,625

流動負債合計 4,879,274 3,151,180

固定負債

資産除去債務 73,277 76,344

その他 208,565 214,448

固定負債合計 281,842 290,793

負債合計 5,161,117 3,441,974

純資産の部

株主資本

資本金 400,000 400,000

資本剰余金 9,846,179 9,846,179

利益剰余金 4,993,421 5,272,242

自己株式 △879,231 △879,348

株主資本合計 14,360,369 14,639,073

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 128,516 139,373

その他の包括利益累計額合計 128,516 139,373

純資産合計 14,488,885 14,778,446

負債純資産合計 19,650,002 18,220,420
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日

　至　2022年１月31日)

売上高 3,717,414 7,647,604

売上原価 2,525,938 5,924,160

売上総利益 1,191,476 1,723,444

販売費及び一般管理費 1,109,928 1,362,168

営業利益 81,547 361,275

営業外収益

受取利息 4,762 4,936

受取配当金 22,073 19,271

投資有価証券売却益 1,150 21,984

売電収入 2,670 2,466

受取地代家賃 8,683 8,568

匿名組合投資利益 59,081 155,929

その他 15,221 24,190

営業外収益合計 113,643 237,346

営業外費用

投資有価証券売却損 830 954

売電費用 1,192 1,148

賃貸費用 1,027 1,028

匿名組合投資損失 － 138

その他 286 101

営業外費用合計 3,336 3,370

経常利益 191,855 595,251

税金等調整前四半期純利益 191,855 595,251

法人税、住民税及び事業税 72,806 202,003

四半期純利益 119,048 393,248

親会社株主に帰属する四半期純利益 119,048 393,248

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日

　至　2022年１月31日)

四半期純利益 119,048 393,248

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 34,819 10,856

その他の包括利益合計 34,819 10,856

四半期包括利益 153,867 404,105

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 153,867 404,105

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2020年８月１日
　至　2021年１月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年８月１日

　至　2022年１月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 191,855 595,251

減価償却費 164,336 158,702

貸倒引当金の増減額（△は減少） 600 4,409

受注損失引当金の増減額（△は減少） 1,164 9,995

賞与引当金の増減額（△は減少） － 493,488

受取利息及び受取配当金 △26,835 △24,208

投資有価証券売却損益（△は益） △320 △21,030

匿名組合投資損益（△は益） △59,081 △155,790

売上債権の増減額（△は増加） △522,298 △247,251

契約資産の増減額（△は増加） － △2,385,910

棚卸資産の増減額（△は増加） △2,080,029 6,521

仕入債務の増減額（△は減少） 599,576 654,270

未成業務受入金の増減額（△は減少） △45,993 △701,953

その他 △1,956,456 △2,149,702

小計 △3,733,481 △3,763,206

利息及び配当金の受取額 26,929 23,849

法人税等の支払額 △431,113 △308,657

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,137,666 △4,048,014

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △11,102 △11,100

投資有価証券の取得による支出 △702,700 △352,183

投資有価証券の売却による収入 520,512 451,993

有形固定資産の取得による支出 △141,103 △174,801

有形固定資産の売却による収入 － 3,000

無形固定資産の取得による支出 △27,027 △20,122

貸付けによる支出 △300 △800

貸付金の回収による収入 60 60

その他 △234,489 △13,942

投資活動によるキャッシュ・フロー △596,149 △117,897

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △225,074 △234,754

自己株式の取得による支出 △159,607 △117

自己株式の売却による収入 21 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △27,668 △24,217

財務活動によるキャッシュ・フロー △412,329 △259,089

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,146,145 △4,425,001

現金及び現金同等物の期首残高 8,717,341 8,012,235

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,571,195 3,587,234

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて法人税等を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財またはサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財またはサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

　これにより、従来、業務完成基準を採用しておりましたが、一定の期間にわたり履行義務が充足される契約につ

いては、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、一定の期間にわたり収益を認識しております。

　なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、実行予算に対する実際原価の割合（インプット法）によ

っております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができないが、発生する費用を回収す

ることが見込まれる場合は、原価回収基準にて収益を認識しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高が31億３千８百万円、売上原価が23億２千９百万円それぞれ増加

し、営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益がそれぞれ８億８百万円増加しております。また、利益

剰余金の当期首残高が１億２千１百万円増加しております。

　なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法

により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項および「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影

響は軽微であります。
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（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　新型コロナウイルス感染症の影響については、不確実性が高く、収束時期が予想しづらい状況にあります。変異

株による感染拡大が警戒される中、感染症が長期化する場合には、当社グループの経営成績および財政状態に影響

を及ぼす可能性があります。

　当社グループでは、四半期連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づき、新型コロナウイルス感染症による業

績への影響が今後2022年７月期まで続くとの仮定の下、スポーツ施設運営事業における固定資産の減損会計等の会

計上の見積りを行っております。

　なお、当該仮定は前連結会計年度から変更ありません。

（賞与引当金）

　第１四半期連結会計期間において行った賞与原資に係る規定の新設に伴い、従業員に対する賞与支給見込額の

うち当第２四半期連結累計期間に属する支給対象期間に見合う金額を「賞与引当金」として計上しております。

　なお、連結会計年度末においては、支給対象期間に対応する賞与の金額は確定しており、未払金として処理す

るため、賞与引当金は発生いたしません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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